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松大みきゃん

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

主な就職先 （2023年度卒業生）

「専門的な観点」及び「良い社会人の育成の観点」
本学は、建学の精神である「真実・実用・忠実」の校訓「三実」に基づき、商業経済の実際的な専門職業に重きを置く大学教育
を施し、実社会において有為の人材養成を目指しています。
この教育活動を通して「知識・理解」「思考・判断」「技能・表現」の観点から十分な評価を得られるに足る素質を持った人材、
そして、良い社会人として本学を卒業していくことができる素質を持った人材を求めます。
そのために、本学では2年間の教育指導を行うにあたり、具体的には、次のような人物を求めています。

　（1）短期大学で学ぶにあたり必要となる基礎的な学力とコミュニケーション能力を有している者。
　（2）明確な目的意識を持ち、チャレンジ精神を発揮して自己の目標の実現のために努力する者。
　（3）知的好奇心に富み、得た知識を仕事に活かして良い社会人として社会に貢献したいとの意欲を有する者。

４年制大学への編入学について
本学の4年制大学への指定校推薦枠については、松山大学をはじめ、例年10数校の大学から数十名程度の依頼
があります。
編入希望者は例年3、4割程度で、30名程度が4年制大学へ進学しています（2024年度合格者は下記参照）。

本学の単位互換制度は、30単位まで協定校である他大学
の授業を履修できる制度です。
併設の松山大学及び愛媛大学の授業については無料で履
修できます。ただし、松山大学で取得した単位は卒業所要
単位数に含まれません。
なお、聖カタリナ大学・短期大学部、松山東雲女子大学・短
期大学、放送大学の受講科目は有料となりますが、単位を
取得すれば、本学における卒業所要単位数に含まれます。

伊予商運㈱、伊予鉄道㈱、㈱カネシロ、㈱タケチ、㈱インターナカツ、㈱ホテル八千代、㈱ヰセキ中四国、
㈱伊予エンジニアリング、㈲協栄ファーム、済生会今治病院、名古屋製酪㈱、星晃設備工業㈱、南商事㈱、
はなみずき眼科、㈲石崎電子計算センター

単位互換制度

■2024年度編入学試験結果（4年制大学）

■2024年度入試結果 ※（内数）は女子の数

授 与 学 位／短期大学士（商学）
学　生　数／115名（男子87名、女子28名）
専任教員数／11名

■松山短期大学データ （2024年4月1日現在）
志願者 受験者 合格者 競争率 入学者入試制度

一般選抜
指定校推薦
学校推薦
社会人選抜

計

山口 天蒼 松山聖陵高等学校出身　卒業生（2021年3月卒業）

清水 理矢 愛媛県立松山東高等学校出身　在学生（2023年4月入学）

夢を叶える自分を磨く
　私は今、地元の南予の役場で働いています。
　高校在学時は、卒業後たくさんの選択肢がある中で、進学して何を学びたいのか迷っていました。そんな私にとっ
て、法律、経済、経営など幅広い専門科目が用意されている松山短期大学に魅力を感じ、入学を決意しました。
　松山短期大学では、実務経験豊富な先生方がいることで、学問としてだけではなく、実務経験に基づいた生きた知

識を得ることができます。その結果、私はこの２年間で大きく成長することができ、今の充実した生活に結びついていると実感しています。
　みなさんの「学びたい」を松山短期大学の２年間で叶えてみませんか？ きっと２年後には成長した自分に会えると思います。

森 さくら 愛媛県立南宇和高等学校出身　卒業生（2023年3月卒業）

　私は金銭的な理由で松山短期大学に入学しました。昼間はアルバイトをして編入に向けてのお金を貯めていまし
た。授業は18時から約3時間で終わるので、その他の時間の使い道には色々な可能性があると思います。同級生は就
職や編入、専門学校への進学など、様々な道に進んでいきました。松山短期大学の良いところは、自分の進路につい
てじっくり考えることができる点です。

　現在は松山大学でゼミの活動を盛んに行っています。イベントの企画・運営や、学会での研究発表など、大学生だからできることにたくさ
んチャレンジしています。編入生は他の学生と比べ忙しいですが、短期大学での2年間があったからこそ今のように活動ができていると感
じます。

　私は、夜間に講義が行われること、学費が安価であることという理由から松山短期大学への入学を決めました。松山
短期大学は、四国で唯一の2年制夜間短期大学で、講義は１日に２コマしかありません。そのため日中はアルバイトやプラ
イベート等に時間を充てることができます。授業では、経済や経営はもちろん、法律や様 な々専門科目といった幅広い科目
を自ら選択して学ぶことができます。松山大学との単位互換制度では、より幅広く専門的な知識を得ることができます。 

　また、サマーキャンプや学園祭等のイベントもあり、充実した大学生活を送ることができます。私は昨年度、上記のイベントの企画や実行に携
わり、楽しく有意義な時間を過ごすことができました。 
　2年間という短い時間ですが、新入生の皆様が充実した大学生活を送れるよう応援しています。

商科第2部商科第2部

2025年度 入学案内

中四国地方唯一の夜間短期大学です
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松山大学

愛媛大学

京都産業大学

追手門学院大学
大阪産業大学
関西福祉科学大学
日本大学
　　　　　　　　　　  総計

大学名 学部 学科 制度 合格者数

42（  6）
 7（  2）
21（  7）
 0（  0）
70（15）

27（  4）
 7（  2）
10（  2）
 0（  0）
44（  8）

40（  5）
 7（  2）
21（  7）
 0（  0）
68（14）

1.00 
1.00 
1.00 
0.00 
1.00 

40（  5）
 7（  2）
21（  7）
 0（  0）
68（14）

サマーキャンプ 大学祭 クラブ活動（フットサル） 卒業記念パーティー

新入生歓迎行事

先輩から見た松山短期大学

松野町役場
勤 務

松山大学
経営学部に編入

夜間開講により、日中の時間を有効に活用できることも魅力の一つ。

松山短期大学だけのサークル活動やイベントもあり、

本学でしか味わえない充実した日々を送ることができます。

Memories of Junior College



松山短期大学学長　松本　直樹

　本学は、1952年に地元勤労学生その他の熱烈な要望に

応えて松山商科大学短期大学部商科第2部として創設され、1989年に松山

短期大学と改称しました。開設以来、すでに72年が経過し、約7,300名の卒業

生は、地元愛媛県を中心に各界で活躍しています。

　本学は、商業経済の実際的な専門職業に重きを置く大学教育を施し、同時

に良き社会人を育成して広く経済文化の発展に寄与することを使命とし、入学

定員100名の少人数教育のもと、平日の18時から21時10分まで商業、経営、

経済、法律などの専門科目や演習、教養教育科目・言語文化科目・健康文化科

目を学びます。専門科目では、大手企業の要職経験者や現役の弁護士、公認

会計士、税理士など実務家教員による実学的な科目が開講されています。

　職業人としての実学教育を受け就職に備えるほか、4年制大学への編入を

目指して勉強に励む学生も多く、年齢も職業も異なる多様な学生がそれぞれの

目標に向かって、有意義な学生生活を送っています。

地域と共に
広く門戸を開いて、未来へ
社会に開かれた大学、
夜間短期大学

　本学では、大手企業の要職経験者、現役の弁護士・公認会計士・税理士など、
実務家教員が多く在籍しています。それらの講義ではその豊富な知識、経験に
基づく、生の声による実践教育を受けることができます。変化の大きい現代社
会の中で、きっとあなたに役立つ知識が得られるはずです。めざすのは現代社
会に対応できる即戦力の社会人です。

松山短期大学は松山大学に併設の
短期大学です

授業は平日午後6時から午後9時10分までの2時限（1時限：90分授業）のき
め細かい少人数制で行います。授業科目は教養教育・言語文化・健康文化・基礎
教育・専門教育関係など100を超える科目があります（右の授業科目参照）。経
済・経営・法律から英会話・パソコン・体育まで幅広い科目の中から選択し、学ぶ
ことになります。また、1年次に必修科目として「一般基礎演習」を導入し、10名
前後のゼミナール形式の少人数教育を行っています。ここではコミュニケーシ
ョン力などの育成を行い、社会人としての基礎力を身につけるほか、一人ひとり
に合った学習相談や進路指導にも力を入れています。

一　　般
教育科目

幅広いジャンルを
バランス良く、学べます。

専　　門
教育科目
社会が求める

スペシャリストを養成。

実務家教員などによる実践教育を
リアルタイムで！

夜間に集中して学びます
（平日18時から21時10分）

図書館、教室、生協などの施設は

全て松山大学生と共有です。

大学のサークル活動や大学祭への参加も可能。

同じ環境の下でキャンパスライフを送ります。

『学生の利用しやすい図書館』を目指し、専門
書のほか一般教養やベストセラーに加え、各コ
ーナー（新聞・雑誌・資格試験図書・学生選書図
書・DVDなど）の充実を図っており、ホームペー
ジからも蔵書検索ができます。また「情報検索
ガイダンス」を実施し、情報収集方法などの学
習支援を行っています。閲覧席は全館で約
810席設け、個人ブースやソファ席も自由に
利用できます。レポート作成や試験勉強、学生
生活の充実に欠かせない場所となっています。
開館時間は、授業期間の平日8:30～21:30
（土曜は20:00、休暇期の月～土は17:00）。

教養教育科目 1　年　次 2　年　次

1　年　次 2　年　次

人文科学関係科目

総合関係科目

哲学Ⅰ・Ⅱ 文章表現Ⅰ・Ⅱ文化論Ⅰ・Ⅱ文学Ⅰ・Ⅱ

愛媛県史Ⅰ・Ⅱ社会科学関係科目 法学Ⅰ・Ⅱ 社会学Ⅰ・Ⅱ 歴史Ⅰ・Ⅱ

自然科学関係科目 心理学Ⅰ・Ⅱ

ITスキルズⅠ・Ⅱ （教養教育特殊講義）

英語1
英語4

英語2
英会話1

英語3
英会話2

英語5 英語6

健康文化科目

言語文化科目

生涯スポーツⅠ・Ⅱ

環境科学Ⅰ・Ⅱ自然科学概論Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目

専門基礎科目
商学Ⅰ・Ⅱ

情報処理論Ⅰ・Ⅱ

経営学総論Ⅰ・Ⅱ 会計学通論Ⅰ・Ⅱ

経済学（近代経済学入門）Ⅰ・Ⅱ

簿記原理Ⅰ・Ⅱ

経営学関係科目

貿易論 国際ビジネス論

民法債権Ⅰ・Ⅱ

情報システム論Ⅰ・Ⅱ

（会計学特殊講義）

商法総則・商行為Ⅰ（法学特殊講義）

工業会計論Ⅰ・Ⅱ

統計学総論Ⅰ・Ⅱ 国際経済論Ⅰ・Ⅱ
現代日本経済論Ⅰ・Ⅱ
仕事と暮らしの経済学Ⅰ・Ⅱ

企業と経済Ⅰ・Ⅱ

経営分析論Ⅰ・Ⅱ 税務会計論Ⅰ・Ⅱ

食品マーケティング論Ⅰ・Ⅱ
地域経営論Ⅰ・Ⅱ

中小企業論Ⅰ・Ⅱ

経営管理論Ⅰ・Ⅱ

経済学関係科目

経済史Ⅰ・Ⅱ 金融論Ⅰ・Ⅱ

会社法Ⅰ・Ⅱ

家族法Ⅰ・Ⅱ

マクロ経済学Ⅰ・Ⅱ （経済学特殊講義）

社会経済学入門

地域経済論Ⅰ・Ⅱ
社会経済学

法律学関係科目
憲法Ⅰ・Ⅱ

政治学原論Ⅰ・Ⅱ

民法総則・物権Ⅰ・Ⅱ

基礎教育科目 一般基礎演習Ⅰ・Ⅱ

授業科目（2024年度）

自慢の図書館
蔵書冊数
約100万冊！

https://www.matsuyama-u.ac.jp/juniorcollege/
Enjoy Campus Life

多彩な分野
の資料を収

集。

中四国の私
大で最大級

。

文京キャンパス

御幸キャンパス樋又キャンパス

学費　オトクな学費で学べる
本学の授業料は松山大学の半分以下。昼間はアルバイトもでき、
働きながら学びたい方には最適です。

初年度納付金　510,000円
（入学金9万円　授業料33万円　教育充実費9万円）
＊2024年度入学者実績

奨学金　勉学に集中できる環境を整えるための支援制度が充実

高等教育の修学支援新制度（授業料減免・給付奨学金）

●主な奨学金の種類
奨学金の名称

松山短期大学奨学金

松山大学温山会奨学金

三浦教育振興財団

日本学生支援機構奨学金

支給の種類

給付型

給付型

給付型

貸与型

月額

20,000円/月

10,000円/月

45,000円/月

第一種（無利子）
20,000～60,000円/月

第二種（有利子）
20,000～120,000円/月

備考

経済的理由により修学困難で、学業・人物共に優
秀な学生を対象としています。

学業・人物共に優秀な学生を対象としています。

経済的理由により修学困難な学生を対象として
います。

区分

入学金減免

授業料減免（年額）

給付奨学金　　　　　　　　
（月額）　　　　　　　　

第Ⅰ区分

90,000円

330,000円

38,300円

75,800円

第Ⅱ区分

60,000円

220,000円

25,600円

50,600円

第Ⅲ区分

30,000円

110,000円

12,800円

25,300円

第Ⅳ区分

22,500円

82,500円

9,600円

19,000円

自宅通学

自宅外通学

＊「成績」「所得」「資産」などの要件を全て満たす必要があります。 ＊入学金減免は4月分から減免を受ける方のみです。
＊高校在学中に申請する方法（予約採用）、松山短期大学に入学後に申請する方法（在学採用）があります。
＊松山短期大学独自の各種奨学金は、当制度と併給可のものと併給不可のものがあります。 ＊制度変更などにより、金額が変更となる場合があります。


